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Ⅰ．はじめに
1．
現在の小学校における音楽教育は，授業時間数の減少，
子どもたち個々の音楽的スキルの低下，教材と子どもた
ちの持つ音楽的嗜好とのずれ，または教員間の音楽的教
育能力に大きなバラつきがある等々様々な理由から，特
に授業に於いては大きな成果をあげているとは言い難い
状況にある。平成20年度版の指導要領にある音楽科の教
科目標「表現及び鑑賞活動を通して，音楽を愛好する心
情と音楽に対する感性を育てると共に，音楽活動の基礎
的な能力を培い，豊かな情操を養う」を本質的に達成す
るためには，どのような取り組みが必要とされるのであ
ろうか。
2 ．
音楽科の指導内容は，歌唱，器楽，創作，鑑賞の 4 分
野に分けられているが，それらの学習を進めるにあたっ
て共通して必要とされる重要な音楽的スキルが，「ソル
フェージュ能力」である。これは所謂「音符を読み書き
する能力」であるが，例えば文字を学ばなければ作文も
書けず，掛け算の九九等計算が出来なければ算数の授業
は成立しないことは自明の事であろう。それらの分野で
は「漢字ドリル」「計算ドリル」と言ったような基礎的
なスキル習得に向けての継続的な学習方法が確立してい
るにも拘らず，音楽に於いての基礎的スキルであるソル
フェージュ学習のためのシステムは構築されていないに
等しい。前述の音楽科の指導目標の中の「音楽活動の基
礎的な能力を培い」と言う一文は，実はこのソルフェー
ジュ能力の学習を指すものではなく，その一つ上の段階
の，基礎的な表現能力を培うと言う意味に他ならない。
指導要領の中でこのソルフェージュ的な学習に触れて
いる部分は〔共通事項〕の「ア　音楽を形づくっている
要素のうち次の（ア　音楽を特徴づけている要素）及
び（イ　音楽の仕組み）を聴き取り，それらの働きが生
み出す良さや面白さ，美しさを感じ取ること」であるが，
何れにせよ「感じ取ること」が主体であり，算数や国語
のようにそれらの基礎的な働きを「使いこなすこと」と
はニュアンスが異なる。しかし，音楽活動で最も重要な
事は，「良さや面白さ，美しさを感じ取ることが出来る
ように自ら表現出来ること」であり，児童自ら音楽の素
晴らしさを体現してこそ，真の意味で音楽を理解するこ
とに繋がる。その表現するうえでのツールが継続的なソ
ルフェージュ教育の徹底による読譜力の育成であり，読
譜力なくしては楽譜に記されている情報を読み込み，そ
の楽曲を表現していくために必要なアナリーゼをしてい
くことすら不可能である。
まず，この長らく顧みられることが無かった小学校の
音楽教育におけるソルフェージュ教育について，現場に
おけるその具体的な取り組みを提案し，その実現のため
に学生に対しどのような教育が求められるのかを考察す
る。
3 ．
歌唱活動は児童が最も手軽に取り組むことが出来る音
楽の表現活動であろう。それだけに各学校で様々な音楽
的取り組みが歌唱活動を通じて行われているが，果たし
てその実際はどのようなものであろうか。
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いずれの場合も前述のソルフェージュ教育の基礎の上
に立った歌唱指導が行われることが理想であるが，残念
ながらその方法は現在ほとんど確立していない。そこで
本論文では小学生に特有の発声指導に絞って述べてゆく。
発声について現在指導要領では「自然で無理のない歌
い方」と言う定義付けがなされているが，本来小学生に
とって自然で無理のない歌い方とは，現在数多くの授業
で行われているような，所謂地声で発声可能な限りの音
域を歌い，本来行われるべき頭声発声は地声で発声でき
ない音域をカバーすることだけを目的としているような，
場当たり的な発声法ではない。そのような発声が，「歌
唱はとにかく大きな声で，元気よく」というおよそ学習
とはかけ離れた「暗黙の評価基準」？を生んできた原因
である。変声期前の子どもたちにどのような発声指導を
すれば「自然で無理のない歌い方」を体現させられるの
かを，ヨーロッパの発声法の伝統に基づいて詳らかにし，
それを学生の指導に反映させるべく整理していく。
4 ．
音楽科の活動の中で，実際には児童への指導は殆ど行
われないが，欠かすことが出来ないものにピアノ演奏が
ある。様々の音楽活動に伴奏として，またはアンサンブ
ルの一員として児童の活動を支えると共に，学校教育の
中でほぼ唯一と言うことが出来る音楽の非言語コミュニ
ケーションの側面を生かした，言語コミュニケーション
とは違ったストレートな感情表現を児童と共有できると
言う特徴がある。ところが近年CDによる伴奏が教材の
一部として普及して，教員自らその非言語コミュニケー
ションの良さを放棄してしまうケースが残念ながら増え
てしまった。教員の側の取り組みとして，小学校の音楽
教育の中でピアノ演奏をどのように位置付けて行けばよ
いかを様々な可能性から提案すると同時に，教員養成大
学で学生が小学校での指導のために必要なピアノ演奏を
通しての音楽的スキルを如何に学んで行くかを検討した
い。
本論文では長年にわたり大学に於いて教員養成に携
わってきた教科専門の教員 2 名と，小学校の音楽専科と
して現場で子どもたちの音楽教育に当たっている専科教
員 1 名の計 3 名で，それぞれの専門である前述の 3 分野
から，小学校の音楽教育における新しいカリキュラムの
形を模索しつつ，それに対応した教員養成大学における
授業内容の検討を主に論じていきたい。
Ⅱ．小学校におけるソルフェージュ教育に関して
1．
現在，小学校現場では，楽曲を通し，その曲に関わる［共
通事項］を手掛かりにして指導する，という方法が一般
的に行われている。平成20年小学校学習指導要領解説に
おいて，［共通事項］とは，「表現及び鑑賞のすべての活
動において，共通に指導する内容」として示されており，
「音や音楽を知覚し，そのよさや特質を感じ取り，思考・
判断する力の育成を一層重視する」ものとされている。
実際に授業を組み立てる際には，題材を通して，指導
するべき柱としての共通事項を明確にしておく。そうす
ることで，その題材を指導している間は，鑑賞曲でも表
現曲でも同じ項目を繰り返し指導することになるので，
児童に理解させることは出来る。しかし，同じ題材の中
で様々な項目を扱って指導するのは難しいため，そのた
めには，題材を変えると共に，指導する項目も変えなく
てはならない。故に，同一の題材の学習の間は児童は理
解することが出来ていても，しばらくすると以前学習し
た内容を忘れてしまうということが多々あり，本当の意
味で児童に学習内容を定着させることが難しいと感じて
いる。
そこで，今後は，題材ごとに焦点化されていた項目を，
指導要領に準拠しながら系統立て，一貫性のあるカリ
キュラムを取り入れられれば，児童にとってさらに実り
のある学習になるのではないかと考えた。子供の音楽的
な基礎能力を高めるためには，あらゆる音楽学習の基礎
となるソルフェージュ能力を向上させることが必要であ
る。毎回同じ項目を繰り返しかつ継続的に指導し，徐々
に項目の難易度を上げたり項目を増やしたりと段階的に
学習させることで，児童にソルフェージュ能力を定着さ
せることが出来るのではないか。
さらに，そのようなソルフェージュ教育に鍵盤ハーモ
ニカを活用することで，児童の能力を伸ばしていきた
い。鍵盤ハーモニカは，息の使い方でフレーズ感や音量，
アーティキレーション等を表現できる，一番身近で簡便
な楽器だと考える。また，手元を見ながら吹くことが
出来るので音程の幅を視覚的に捉えやすい。息を使って
押せば音が鳴るので，楽譜上の音と実際の音を一致させ
るのにも適している。正しい音程に関しては，鍵盤ハー
モニカだけでは育たないので，歌唱での活動が必要だが，
拍節感やリズム感を始め基礎的な読譜能力を育てるには
適しているのではないか。以下，具体的な指導方法を記
していきたい。
2 ．
まずは拍節感を育てるためのリズム学習を取り入れて
いきたい。 4 分音符や 2 分音符だけで作られた簡単なリ
ズム譜を，リズム読みやリズム打ちをさせ，記譜にも慣
れさせていけるよう研究する。さらに，リズム読みをし
ながら手でもリズムを取らせる，リズム読みをしながら
手では拍を取らせる，さらに足で拍を取らせながら手で
リズムを取らせる等，徐々に難易度を上げ，拍節感を養っ
ていけるようにする。
リズム読みやリズム打ちに慣れてきたら，音程感を養
うことについて考えたい。五線を使い， 4 分の 2 拍子の，
ドとレ等の 2 つの音しか使わない楽譜を提示し，歌った
り，鍵盤ハーモニカで奏でたりさせる。徐々にミ，ファ，
ソと音を増やし，音程の幅を増やして読譜に慣れさせた
い。
拍子の感覚も身に付けられるようにしていく。 4 分の
3 拍子や 4 分の 4 拍子の旋律も取り組めるように，指導
者は様々な旋律をつくっていく。さらに，音符の種類を
増やし，休符も取り入れ，様々な旋律の演奏に取り組ま
せられるようにしていきたい。
また，左手で拍を取りながら右手で演奏したり，逆に
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右手で拍を取りながら左手で演奏したりと，同じ旋律課
題を何度か取り組ませる。左手で演奏出来るようになれ
ば， 3 年生でのリコーダー学習で苦労することなく左手
を使うことが出来るのではないかと考える。
長調の旋律を短調に変化させる，という練習も出来る。
鍵盤ハーモニカでは，ハ長調のド～ソまでの旋律であれ
ば， 1 音上のレから始めれば，運指を変えずにニ短調へ
変化させることが出来る。 3 度下げればイ短調にも変化
させられる。様々な旋律を自分で変化させることにより，
長調と短調の感覚を定着させられるのではないかと考え
ている。
移調訓練も同じようにさせていく。ト長調ならすぐに
出来る。ニ長調，イ長調は 3 度目を半音上げるだけ，ヘ
長調は 4 度を半音下げるだけ，さらにホ長調は 2 度， 3
度を半音上げると出来るので，出来る子どもには様々な
調で演奏するようにしていきたい。
このような段階的なソルフェージュ教育を，小学校一
年生から中学校三年生まで一貫して指導することで，子
供たちの音楽的な基礎能力を十分に高めることができる
と考える。このようなカリキュラムを毎時間の授業の中
で必ず取り入れることが必要であるが，可能であれば朝
の学習の時間に取り入れることが望ましい。小学校や中
学校で毎朝の活動として行われる，「朝の会」や「朝の
ホームルーム」の前後の学習時間を使えば，少ない時間
ではあるがほぼ毎日ソルフェージュ教育を行うことが出
来るだろう。他の教科で使用されている「国語ドリル」
や「算数ドリル」等のように，教員が作成する教材で指
導を続けることで，音楽的な基礎能力を高めることが出
来，さらには音楽を深く理解し表現できる土壌を育てら
れるのではないか。
3 ．
このような系統的なソルフェージュ教育を取り入れた
指導カリキュラムを行うために，教員養成大学に於いて
は学生のソルフェージュ能力を高め，それを活用出来る
ようにさせるべきであろう。
例えば小学校音楽のように音楽科以外の学生も参加す
る授業では，学生に初歩的なソルフェージュ能力を身に
付けさせ，それを可能な限り高める必要がある。まずは
拍節感を養うことに取り組むべきであろう。音程のない
リズム読みやリズム打ち等の活動をさせ，音価と音符の
種類について覚えさせる。繰り返し活動を行うことで，
リズム譜を読めるようになるだけではなく，リズムを聴
き取って楽譜に書くことも出来るようになるのではない
か。
次に，読譜指導について考えていく。簡単な旋律を指
導者が提示し，摸唱させることで楽譜を見て歌うことに
慣れさせていきたい。徐々に自ら歌えるようにし，視唱
能力を高めていければ，学生が教員として子供の前に
立った時，自信を持って範唱することが出来るようにな
ると考える。さらに楽譜に対する苦手意識も払拭され，
自信を持って音楽指導に携われるのではないか。
また，小学校音楽科教育法のように，ある程度初歩的
なソルフェージュ能力が身についた学生たちに対する授
業では，系統立てたソルフェージュ教育を行えるような
指導力を高めていけるようにしていくべきであろう。小
学校では目の前の児童の育っていない力を素早く判断し，
その力を育てられるような教材をつくる必要がある。そ
のため，児童の習熟度に合わせ，教材を作り出す力が必
要だと考える。既存の曲でも可能だが，児童の習熟度に
ぴったりと合った教材を探すよりも，自らつくり出せた
方が迅速に対応出来るからだ。教材としての様々なリズ
ム譜，旋律譜を，拍子，音価，音程を工夫しながら，正
確に，素早くつくることが出来るようにしていきたい。
そうすることで，児童が段階を追って音楽の基礎能力を
身に付けていけるような教材をつくり出す力を育てるこ
とが出来ると考える。
このように，子供が音楽を深く理解しよりよい表現方
法を探求していくような基盤を育てるため，系統的なソ
ルフェージュ教育を確立し，そのカリキュラムを実現出
来る学生を育成することが必要であると考える。
Ⅲ．小学校の歌唱活動における発声指導に関して
1．
小学校の音楽科の平成20年度版学習指導要領には，歌
唱活動における発声について，各学年ごとに若干記載は
異なるものの基本的には「自然で無理のない歌い方」と
提唱されている。小学校高学年で変声期を迎える子ども
もあり，また中学校に進学後変声期を迎える子どももい
る。その様に個人差の大きいものではあるが，何れにせ
よ小学生の時期は身体的発達段階の途上であり，成長し
きっていない声帯に過度な負担を強いることは避けなけ
ればならない。そこでもう一度顧みられるべきは，完全
な「頭声発声」を基にした指導の実施である。「頭声発
声」とは一言で言えば，歌唱時に最も身体的負担が少な
く，かつ効率的に声を響かせることが出来る方法であり，
現在でもヨーロッパクラシック音楽の声楽分野に於いて
はもっともオーソドックスで基礎的な発声法である。
学習指導要領から「頭声発声」の表記が消えて久しい。
それが消えて行った背景には様々な原因があると考えら
れるが，最大の原因は我々日本人がこのヨーロッパの伝
統的発声技法から文化的に最も遠いところに立っている
からに他ならない。感覚的にも身体的にも本質的に理解
することが非常に難しいのである。詳細な検討は他の機
会に譲るとして，もっとも直接的な原因は日本語とヨー
ロッパの言語との発音構造の違いであろう。筆者が長年
留学していたドイツで目の当たりにしたことだが，日本
語は発音時に喉の奥の軟口蓋を上げることなく発音する
場合が殆どであるのに対して，ヨーロッパ言語はそれぞ
れ幾分の差異はあるものの，発音時には軟口蓋を上げて
発音する。大雑把な捉え方ではあるが，発音される各母
音の音色が，軟口蓋を上げることにより明るくなり，下
げることにより暗くなる。この音色の明暗は音程の幅に
も影響を及ぼしている。そして発音時の軟口蓋の位置の
状態が，それぞれの民族の音感覚にまで影響を及ぼして
いるという事実には正直非常に驚かされたが，日本人の
オーケストラや合唱の響きがヨーロッパのそれと比べて，
平板で色彩に乏しく感じられるのは，文化的な他の要因
と共に母語によって幼少時から知らず知らずの間に培わ
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れてきた音感覚の違いが大きく影響を及ぼしていること
が分かってきた。
日本における音楽教育は明治期にヨーロッパから「輸
入」された完全な外国文化である。だが，我々日本人の
外国文化をカルチャライズして独自に使いやすくしてし
まうと言う「特技」が音楽教育，特に歌唱教育に於いて
はマイナスに働いてきたと言わざるを得ない。そこでも
う一度その原点に立ち戻り，学習指導要領にある「自然
で無理のない歌い方」を本質的な意味で実行すべく必要
なことを論じていきたい。
2 ．
小学生の声帯は，前述のように個人差もあるが基本的
に変声前の未発達な状態にあり，極度に神経質になる必
要は無いものの，やはり一定の配慮が必要であろう。そ
のために，まずは教科書に取り上げられている歌唱教材
の調性にどのように対応していくかが重要ではないだろ
うか。教科書の歌唱教材に採用されている曲の調は実際
に小学生が歌唱可能な音域に比して極めて低く設定され
ており，一部の共通教材を除き殆どが原調を低く移調し
てあるか，もともと高音域が二点ニ音程度までの曲が採
用されている。これが，高音域（小学生の場合個人差も
あるが，二点ハ音～二点ト音程度までが設定可能である
と考える）を正しい音程とフォーム，及び美しい響きで
歌うことが出来ているそのままの状態で，全ての音域を
歌わなければならないというヨーロッパの頭声発声の技
術的課題を非常に達成しにくくしている原因である。そ
れ故多くの小学校の教育現場では所謂「地声」で歌うこ
とのできる音域（イ音～一点ロ音）は声帯に負担のかか
る地声で歌い，それ以上の音域は地声で歌えないことに
対するある種の「回避措置」として頭声発声に近い所謂
「裏声」で歌うという状況が蔓延していると言ってよい。
そのような「地声発声」回避のためにも，教師には曲
を移調奏し，本来の正しいフォームが実行しやすい高音
域を増やす工夫が求められる。すべての音域をある程度
の音量で歌うことに関して否定するものではないが，前
提となるのは高音域の発声フォームを全音域に渡って維
持し，支えの力を使って音量増加に対処させることであ
り，その意識が無ければいつまでたっても効率的かつ身
体的負担の少ない，学習指導要領の言う「自然で無理の
ない発声」は達成できないであろう。
3 ．
頭声発声をする上で欠かせないことは， 1 ．でも述べ
た「軟口蓋の高止まりの維持」と，それを支える「腹式
呼吸によって形成された横隔膜への緊張の維持」という
2 つの認識である。軟口蓋は喉の奥に位置する，硬口蓋
から連なる口蓋の一部分であるが，基本的に不随意筋で
構成されているため，特に日本語のような発音構造の言
語を母語とする我々日本人には認識しずらい器官でもあ
る。そこを後ろ斜め上に引き上げることにより口蓋の末
端の咽頭も上がり，喉の奥に共鳴腔を確保して，俗に
「喉が開く」と言う状況を現出させる。歌唱中は常にそ
の体制を維持することが頭声発声のために極めて重要と
なるが，前述のような理由でその軟口蓋の位置すら認識
させることは容易ではない。一般的に口から息を吸った
直後が，軟口蓋の位置が一番高い状態になるが，そのよ
うな状況で，吸った息が冷たく当たる場所が軟口蓋のお
およその位置であり，まずはブレスのたびにその位置を
確認し意識し続ける事が重要である。音域が下がるにし
たがって，または音圧をかけていくにしたがって，軟口
蓋には下がろうとする圧力が加わる。それを阻止するた
めに，次は横隔膜による支えで言わば「つっかえ棒」を
して軟口蓋の下降を止めなければならない。そのような
状態で発声された声はその，しっかりとした支えとの協
働で，芯のある細く明るい音色を獲得し，高い運動性と
ハーモニーしやすい響きを自然に作り出す。そして，声
帯への負担も少ないその声は，より自在な音楽表現を可
能にすることであろう。
その軟口蓋の高止まりを維持するのが，前述の横隔膜
にかける圧力によって生じる「支え」である。よく，「お
腹に息を入れて！」などと言われるが，実際には吸気に
よって肺が膨らむことにより横隔膜が押し下げられ，下
腹部一帯が膨らんだような状態になる。その吸気によっ
て下がった横隔膜を維持するために内側から外側に向
かって腹圧をかけ続けることが即ち歌唱時に必要な「支
え」の動作であり，軟口蓋の状態維持のためだけではな
く，音量や音質の調節にも欠かせないものである。
この「支え」についても現場では十分に理解されてい
るとは言い難く，むしろ，「歌う時にはお腹を凹ませる」
という全く逆の指導がなされていることが極めて多い。
4 ．
西洋音楽では古くからピアノ，ヴァイオリン等の早期
教育が行われているが，それはあくまで個人レッスンレ
ベルで行われているもので，学校教育現場には馴染まな
いものとされてきた。しかし筆者は小学校現場での指導
経験により，合唱による歌唱に関する早期教育が可能で
あることを実感してきた。ただそのためには，発声技術
や曲作りに関するアナリーゼ手法等を現場の教員が確実
に身に着けていることが大前提となる。そして，それを
少ない授業時間数の中でカリキュラムに継続的に取り入
れ，実施していく計画性も必要であろう。歌唱に関して
は特に，従来行われている単元ごとの完結型授業ではな
く， 1 年生から前述の様な基礎的訓練を継続的に行うこ
とによって，歌唱に関する表現活動にとどまらず，ソル
フェージュ等音楽の基礎的能力を高めるための非常に有
効な手段ともなり得ることであろう。それらの訓練は学
齢の低い子どもたちにも決して難しいことではなく，む
しろ高学年で始めるよりはるかに抵抗なく様々なことが
受け入れられるはずだ。教員養成大学では，学生に前述
の様な正しい技術的訓練を積ませ，どのような状況に於
いてもその認識にぶれが生じないように徹底させると同
時に，授業カリキュラムをもう一度見直し，指導要領の
要件を満たしつつも，そのアプローチは常に継続的であ
り，中学高校と将来の音楽活動をも視野に入れた指導体
制を意識させたい。小学生への歌唱指導はその運用次第
で様々な可能性を秘めていると言えよう。
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Ⅳ．音楽科授業におけるピアノ
1．小学校の現場からの考察と教員養成への提言
音楽科学習において，教師のピアノ伴奏は欠かせない。
歌唱指導においては，教師のピアノ伴奏が児童の歌う声
に寄り添うことで，子どもたちに音楽のコミュニケー
ションで一体感を味わわせることが出来る。また，子ど
もの様々な気持ちの表出を感じ取りながら，教師の方か
らのメッセージもピアノの音を通して子どもたちに伝わ
るように演奏することで，表現力を高める場合もある。
しかし，現在の学校現場では，特に学級担任が行う音
楽指導の場合は，ピアノやオルガンで伴奏をすることが
ほとんどなく，また音楽専科の指導であっても，音楽
CDに頼る授業内容も少なくない。
実際の小学校現場において，CDは模範演奏として使
われることが多い。児童は模範演奏を聴くことで，どん
な楽曲なのかをイメージしやすくなるため，教師にとっ
ても指導の手助けとなる。しかし，常にCDを使いなが
ら歌唱練習をすると，曲のイメージや表現方法が固定さ
れてしまう。何よりも，常にCDへの一方通行の働きか
けでしか歌えないので，どのような表現で歌いたいか考
えなくなったり，声と伴奏を合わせる一体感を味わった
りすることが出来なくなったりする。
しかし，ピアノ伴奏をしながらの指導は難易度が高く，
ピアノ伴奏を無理なく行えないと，手元を見ながらでは
児童への指導を行えないどころか，児童の観察すら出来
ないだろう。
小学校教員養成課程におけるピアノ指導「器楽表現」
では，系統的なソルフェージュ教育で子どもたちに身に
付けさせた音楽的な基礎能力を，十分生かせるような実
技指導が行える学生を育てていくことが望ましい。歌唱
活動におけるピアノ伴奏の意義を十分理解しながら，歌
と伴奏が相互に作用して作り上げる過程を学生同士で体
験させていくのである。そうすれば，教育現場で児童に
対し，音楽での働きかけを行えるような伴奏が出来るで
あろう。言葉を介さずともピアノ伴奏でコミュニケー
ションが取れるような演奏や指導が出来る学生の育成が
必要だと考える。そのために，楽曲の分析をし，曲の構
成を十分に理解し相互に伴奏し合う経験をさせることが
重要である。
また，学校現場で即戦力となる学生を育てるため，楽
曲のなかの大切な音を漏らさずに演奏する技術を高め，
初見演奏の訓練や移調して演奏する訓練についても追及
していくことが求められる。
2 ．学校現場でのピアノ演奏の意義
現在，前述のように指導用CDが普及し，教師は自身
の手で演奏する機会を自ら減らしている。残念ながらこ
の現状は，教師が音楽を通したコミュニケーションの力
について，真に理解していない結果だと言わざるを得な
い。オーディオを通した演奏と児童の声を合わせるのは
何の意味もないばかりか，有害とすら筆者は考える。一
回一回の音楽経験は目に見えずとも積み重なるものであ
る。本来，生きたもの同士が音楽を聴き合い，相互に作
用して成り立つものであるのに対して，録音物による音
楽は，他の音楽を聴くことはない。その音楽はどこまで
も一方通行であり，一体感もないのである。
ピアノを奏すること，さらにいうならばピアノで音を
出すことそのものが，児童に対して語りかけ，伝えると
いうことなのである。あらゆる楽器は，ひとが奏でる以
上，音が出る機器ではなく，声と同じであるといえよう。
ひとが言葉でのコミュニケーションで考えや感情などを
伝えあい，共有し，共感するように，音は教師と児童生
徒がその感覚，感情，考えを互いに伝え合うことのでき
るものである。表情や身振り手振りなどと同様に，音楽
は非言語コミュニケーションなのである。音楽科授業に
おいて教師がその認識をもって臨んでいれば，子どもた
ちは知らず知らずのうちにそのコミュニケーションを体
験していく。そのような積み重ねが子どもの情操に影響
を与えると考える。
また，学習指導要領の各学年の目標及び内容の， 2 内
容Ａ表現（1）エ，や（2）エ，共通事項に「互いの歌声
や伴奏を聴いて」「声を合わせて」「音を合わせて演奏す
る」「音の重なりを聴いて」などの記述が見られるよう
に，聴く，合わせることが歌唱や器楽活動の指導内容と
して掲げられている。合わせるとは相手の音を聴くこと
であり，他を意識することにほかならない。音楽での調
和には他との調和という重要な行為がある。他を意識す
ることで自己を見つめ，他を思い，音楽を通して言葉で
はない，言葉には到底達することのできない深いコミュ
ニケーションを実現できる可能性を秘めているのである。
ここに音楽教育の大きな目的があると考える。
コミュニケーションを主眼として音を奏でる意識を持
つことは，音楽，そして音楽教育に携わる者にとって，
最も重要なことであろう。
3 ．小学校におけるソルフェージュ教育～和声とピアノ
の役割
学習指導要領の音楽科の各学年の目標には，次のよう
に書かれている。
・第 1 学年及び第 2 学年（2）基礎的な表現の能力を育
て…（以下略）
・第 3 学年及び第 4 学年（2）基礎的な表現の能力を伸
ばし…（以下略）
・第 5 学年第 6 学年（2）基礎的な表現の能力を高め…
（以下略）
このように，全学年にわたって「基礎的な表現の能力」
についての記述がある。基礎的な表現の能力に欠かせな
いのは音や音楽に対する感受性であり「感じ取る」こと
であり，それは音楽への理解を伴って深く養われていく
ものである。音楽を感じ，それを演奏，表現に結びつけ
ていく際に必要なものとなるのがソルフェージュ能力で
ある。
基礎的な表現の能力は，学習指導要領に書かれている
ように「歌唱，器楽，音楽づくりの活動を通してはぐく
まれるものであり」，さらにソルフェージュ能力の育成
に関わるものとして読み取れる「共通事項」の（1）イ「音
符，休符，記号や音楽にかかわる用語について，音楽活
動を通して理解すること」の解説にあるように，「音符，
休符，記号や音楽にかかわる用語を音楽の学習活動の中
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で実際に生かすことのできる知識として理解することの
重要性を述べたもの」であり「そのような楽譜を読むこ
との必要性を感じることができるように指導することが
大切」とされている。音楽活動とともに，音楽のルール
であり演奏に欠かせないソルフェージュ能力を並行して
養うこと，と読み取れる。
ソルフェージュ教育のひとつに，和声感覚の育成があ
る。ソルフェージュ教育の観点からみれば，前に述べた，
音の重なりや伴奏を聴くことの目的には，まさにその和
声感覚という，歌唱，器楽，創作，鑑賞のすべてにわたっ
て必要な力を養うことにある。和声感があれば，おのず
と表現ににじみ出る。創作にも生かすことができ，鑑賞
するときにも作品の感受，理解に役立つ。和音の役割や
その進行で，歌唱や器楽演奏の際のフレーズ感なども養
うことができるであろう。複数の音を同時に奏でられる
ピアノは，この和声感覚の育成において最適な楽器とい
えよう。
和声感覚といえば，お馴染みの，Ⅰ（トニック）→Ⅴ（ド
ミナント）→Ⅰ（トニック）の和音による起立（気をつ
け）→礼→直れ，は日本の音楽教育のなかでほとんどの
国民に刷り込まれてきたといってよいだろう（譜例 1 ）。
ハ長調のⅠの和音を鳴らされると，起立したり，気をつ
けの体勢になったりするほど，条件反射のように浸透し
ている。大学においても，講義の始まりにこの和音を鳴
らすと，それまで騒いでいた学生たちが直ちに私語をや
め，姿勢を正し，礼をする。この和音進行による挨拶は
実によくできていて，人間の生理的感覚に合致している。
小学校の音楽科において，和声感覚を養うためには，
まず教師が和声感覚と和声への理解をもってピアノを奏
でることが重要である。何度も子どもたちの耳に触れさ
せ，耳を開かせ，繰り返し感じさせることが重要であろ
う。前述の，和音での挨拶が基本となって終止感に対す
る感覚を養うことができるであろうし，そこからさらに，
授業で扱う教材の楽曲のなかでの終止形を示したり，ほ
かの和声進行についても注目して聞かせたりして指導す
るとよいであろう。
また，歌唱活動のなかで，和音伴奏をつけた場合とつ
けない場合，和音が変化したとき，同じメロディに違う
和音がついたときなど，比較しながらさまざまな刺激を
与えていくことが重要であろう。継続的に和声の感覚を
耳から養い，学年をおうごとに和音の種類を増やすなど
していく。そして，合唱，器楽活動のなかで自ら発する
音や音の重なりなどを確認する習慣をつけ，さらに読譜
の際にはその分析ができるようになり，仕組みを学んで
いけるようなカリキュラムの開発が望まれる。
高学年からは教科書で和音記号やその響きの違いにも
触れる。いつも親しんでいる楽曲において，和音それぞ
れが果たしている役割を知り，和音そのものや和声進行
を感じ取る，聞き取るだけでなく，取り組む作品にどの
ような和音が使われ組み合わされているか，自ら楽譜を
読み理解できるようになれば，表現への意欲は格段に上
がる可能性がある。
4 ．教員養成大学での試み
子どもたちに和声感覚を身につけさせるためには，前
に述べたように教師の側にその感覚と和音・和声への理
解が必要である。
ピアノの場合，定められた音高の音が出るため，音程
や和音の響きに対して無頓着になる傾向が見られる。ほ
かの楽器や声と異なり，自身で音や音程を作る実感を持
ちにくいからだ。
音から音への音程を感じ，次に鳴らすべき音を想像し
て，弾き手が主体的にその音へ向かうよう意識すること
で，相対的な音感覚を養うことができると考える。そし
て，和音の響きを聞き分けられる力をつけ，和音の機能
について学ぶことが必要である。もっとも，肝心なのは
それを演奏に生かすことである。
ピアノ実技指導のなかでは，例えば初歩的な試みとし
て，楽曲のバスに使われている音をピックアップさせる。
それがその和音の根音（基本形）なのか，第三音あるい
は第五音（転回形）なのかを調べ，響きの性格に違いが
あることに気づき，聞き分けられるようになれば，その
感覚を演奏に生かすことができるだろう。これは伴奏付
けにおいても応用できると考える。
また，ピアノ初心者が多い「小学校音楽」では，コー
ド演奏を課している。簡単なコードによる伴奏でも，自
身の手で奏でる力をつけるためである。和音の基本形と
転回形を組み合わせながら共通教材の伴奏ができるよう
に指導するが，やはり基本形と転回形の響きの違いを聞
き分けることがなかなか難しいようである。聞き分けら
れなければ，転回形を使用する意味も理解しづらい。し
かし何度も聞かせると徐々にわかるようになり，和音を
使いこなすまでにはいかないが，その違いがわかること
や，実際に自信を持って鍵盤を押さえられるようになる
ことだけでも第一歩だと考える。さらにコード演奏は移
調奏にも非常に有効である。
ピアノは，その用い方で数々の学びを促すことができ
る。そして音を通してさまざまな感情や感覚を相互に伝
え合うことが可能である。教師に必要な音楽的スキルに
は，本項で述べた和声感覚とその実践のほか，伴奏付け，
移調奏，編曲などもあるが，それらを身につければさらに
児童生徒の実態に寄り添うことができ，興味を引き付け，
音楽の可能性の広がりを実感させることができるであろう。
「ひと」が奏でるピアノ演奏の意義を理解し，ピアノ
に可能なさまざまなスキルを身につけた教師の育成のた
め，さらなる研究をしていくものである。
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